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土地改良総合整備事業に伴う

史跡出雲国府跡発掘調査報告書

1988年 3月

島 根 県 教 育 委 員 会



序

松江市南郊の地は,律令時代において出雲国の行政の中心である出雲国府が設け

られたところであり,その周辺には岡田山古墳,出雲国分寺跡,山代郷正倉跡など

貴重な遺跡が数多くあります。

島根県は, このような遺跡が多く存在する松江市南郊の地に,文化財の広域的県

存を図り,あわせて環境整備などを実施し,広 く公開,活用することを目的として,

昭和47年に島根県立八雲立つ風土記の丘を設置しました。

出雲国府跡は, この風土記の丘を構成する主要な遺跡で,お よそ41haが国指定

史跡となっています。この史跡のうち一部は公有化し,環境整備を実施しました。

しかし,史跡の大部分は,農地で,昨今の農業の機械化など農業経営の変化によ

り,狭い農道や土水路といった旧状を留める農地のまま耕作を続けるには種々の支

障をきたすようになり,史跡の保護と晨業基盤整備との調整が必要となりました。

そこで,関係者による協議の結果,住民の皆様のご理解とご協力によって,史跡

の保護に配慮しながら土地改良総合整備事業が実施されることになりました。

本書は, この整備事業に伴って実施した 3か年の発掘調査を終えるに基たり,調

査を担当した関係者が, この調査の経過と内容を記録したものであります。

最後に, この調査に終始ご協力いただきました松江市土地改良区,地元関係各位

並びに種々ご指導いただきました先生方に対して厚く御礼申し上げる次第でありま

す。

昭和 63年 3月

島根 県 教 育委員 会

教 育長  松  井 邦  友





H例

1,本書は,松江市土地改良区が実施した土地改良総合整備事業に先立って,島根県教育

委員会が発掘調査を行なった史跡出雲国府跡の調査記録である。

2.調査は,昭和60年 ,61年,62年度の 3ケ年にわたって実施した。

3。 調査体制は下記の通 りである。

調査指導 山本 清 (島根県文化財保護審議会委員),池 田満雄 (同 ),田中義昭

(島根大学法文学部教授 )

〈昭和60年度〉

事 務 局 美多定秀 (文化課長),永瀬忠治 (課長補佐),蓮岡法嘩 (同 )

矢内高太郎 (文化係長),永塚太郎 (埋蔵文化財第 1係長),吉川 広

(文化係主事 )

調 査 員 宮沢明久 (埋蔵文化財第 1係文化財保護主事 )

〈昭和61年度〉

事 務 局 熊谷正弘 (文化課長),安達富治 (課長補佐),蓮岡法嘩 (同 )

矢内高太郎 (文化係長),永塚太郎 (埋蔵文化財第 1係長),吉川 広

(文化係主事)

調 査 員 西尾克己 (埋蔵文化財第 1係主事),平野芳英 (島根県教育文化財団学芸

主事 )

〈昭和62年度〉

事 務 局 熊谷正弘 (文化課長),安達富治 (課長補佐),勝部 昭 (同 )

矢肉高太郎 (文化係長),宮沢明久 (堰蔵文化財第 1係長),吾郷朋之

(文化係主事)

調 査 員 西尾克己 (埋蔵文化財第 2係主事),角田徳幸 (同 )

4。 本書で使用 した実測図は,地形 1/600,遺 構 1/60,遺物 1/3で ,方位は調査時

の磁北である。

5.本書の執筆 。編集は,宮沢・西尾・角田が担当した。
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第 1章  調査 に至 る経緯

古代出雲の中心といわれる意宇平野にも,昭和40年代にはいると開発の波が押 し寄せ ,

日園風景は様相を変えようとしていた。

松江市教育委員会は, このような状況を憂慮 し,奈良国立文化財研究所の指導のもと,

島根県教育委員会の協力を得て出雲国庁の有力な推定地であった大草町宮の後付近の調査

を実施することにした。

調査は,昭和43年度からの 3ケ年事業とし,考古・文献・地理などの分野に分けて行な

われた。その結果,奈良時代の計画的に配置された建物遺構が検出され,出雲国庁がこの

宮の後付近にあったことが判明し,昭和4o年 12月 13日 には出雲国府跡として約410,000ポ

が国の史跡に指定され,県立八雲立つ風土記の丘を構成する主要な遺跡として保存が図ら

れることになった。

約410,000ポのうち発掘調査により実態が解明された国庁跡については,昭和47年度か

ら3ケ年事業として環境整備を行ない,活用が図られることになった。

しかし,大半を占める水田部分については条里制が遺存していることもあり,現状の畦

畔の維持と地下遺構への影響を避けるために現状の変更については文化財保護法に基づき

種々規制が設けられている。

最近の農業の機械化により狭い畦道では機械の導入もままならないなど農業経営にも支

障をきたしており,遺跡の保護と農業基盤整備との調整がせまられた。

このような地域住民の要望を受け,数度にわたる協議を行なった結果,昭和58年 3月 31

日付けで島根県知事と松江市土地改良区代表者との間で覚書が交わされ,土地改良総合整

備事業が計画されるに至った。昭和59年 5月 には,文化庁長官あて全体計画の事前協議が

なされ,同年 8月 には史跡出雲国府跡の現状変更許可申請が行なわれた。以後,年次別に

現状変更許可申請を行ない,文化庁長官の許可を得て事業を実施することとなった。

ただし,事業実施に当っては事前に発掘調査を実施するという条件が附されており,掘

削工事が施工内容に含まれた部分については,昭和60年度から発掘調査を実施することと

なった。

調査場所は,工事場所の中でも掘削施工箇所のみを対象として行なったため調査範囲も

細長いものにならざるをえず,検出した遺構を十分に検討することはできなかった。

また,工事の設計に際 しては,水路はコンクリー トの 2次製品を使用することとして極力

基礎工事を避ける方法を考慮してもらい,地下への影響が軽微になるよう配慮して頂いた。
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第 2章 位 置 と 環 境

1.位置と周辺の遺跡
八東郡八雲村熊野の山塊に源を発し,中海へと注ぐ意宇川の沖積作用によって形成され

た意宇平野の中心部に出雲国府跡は所在する。

平野は,出雲国庁跡東側 7mの等高線付近より坪ノ内にかけてみられる扇状地と, これ

より全面に広く発達する三角州に大別することができる。意宇川は, この平野を北から南

に流れを変えながら東流していたものと考えられており,①三軒屋の北を通る河道,②国

庁跡の北より三軒屋の南,船床に続く河道,③国庁の東より三軒屋に向う河道,④現河道

の順に推移 している。旧河道は,現在の徴地形を観察することからも容易に窺 うことがで

き, これらの流れにあたるところでは周囲に較べて低地となっている。

意宇平野に国庁をはじめとした諸官衝の設置・国府地割を行なうには,意宇川の流路を

現在に近い位置に固定することによって初めて可能となったものと考えられる。最近の調

査によれば,③の旧河道中にあたる大屋敷遺跡では,中世の掘立柱建物跡の下層でこれを

示す砂礫層が確認されており,①の旧河道沿いにあたる上小紋。向小紋遺跡では,弥生時

代後期の水田跡の下層より,低湿地帯であったことを示す泥波層が検出されるなど,その

様子は徐々に明らかにされている。また,出雲国庁が国府域の南部に設置されていること

は, このような地形的な条件を考慮 し,地盤が高くて安定 した扇状地が選ばれたためであ

ることが指摘されている。

周辺で知られている遺跡を概観 してみると,縄文時代では,意宇川下流域の松江市竹矢

町法華寺前遺跡|八束郡東出雲町春日遺跡などから土器・石器が採集されている。

秀生時代では,後期の水田跡が検出された八東郡東出雲町夫敷遺跡や中期中葉から後葉

と思われる管玉の未成品が出土した松江市竹矢町布田遺跡などが知られている。

古墳時代にはいると,平野縁辺部の丘陵上に多数の古墳が築かれている。茶田山北麓の

大庭鶏塚,山代二子塚,銘文入大刀が出上 した岡田山 1号墳,大革丘陵の古天神古墳,大

車岩船古墳,東百塚山古墳群,西百塚山古墳群など出雲を代表する古墳が集中している。

しかし, これらを築いた人々が営んだ集落跡となると,調査がほとんどなされていない

のが実情である。

ィ律令時代には,出雲国庁をはじめとして意宇郡家,意宇軍団,意宇需,山代郷正倉跡な

ど公的施設の設置が『出雲国風上記』によりうかがえ,平野北部の丘陵裾では出雲国分寺

跡・ 出雲国分尼寺跡が知られている。
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第 2図 意宇平野の地形
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2.出 雲 国府跡の概要

(1)出雲国庁跡の概要と国府地割

出雲国庁跡は,『出雲国風上記』に記載があることから早 くより関心を集め,その位置

をめぐっては,東出雲町上夫敷説や松江市大草町三軒屋説,松江市大草町西端説,同町竹

ノ後説などの諸説があった。このうち,松江市大草町付近に国庁を比定する説は当時より

有力で,六所神社後方付近では出雲国分寺と同型の軒丸瓦や「春」の印文を入れた銅印も

発見されていたことから,1968年～70年にかけて松江市教育委員会が発掘調査を行なった。

その結果,遺構の配置に規則性がある奈良時代の掘立柱建物跡群,大濤などが検出された

他,文書業務が行なわれたことを示す硯,墨書土器,貢進関係を示す木簡が発見された。

また,史跡整備に伴う1975年の調査時には,四等官制にお1/jる 国司の官名であった「少目」

と墨書された土器が出土したことより,現在では,松江市大革町の六所神社・字宮ノ後・

字六所脇一帯を出雲国庁とすることで一応の決着をみている。

検出された遺構は ,7世紀後半より9世紀初頭にかけてのもので ,6時期に区分される。

最も整った時期の建物の配置

` 

綜'(酬

|

¬

|

その後方に濤 (SD25,47)

で区画された掘立柱建物跡 2

棟 (SB06,16)と ,柵 (SA26)

を配 して, これを囲続する大

濤 (SD04,05)が 存在 した

ことが確認されている。また ,

近江国庁の調査例などから,

政庁は東西240尺 ,南北320尺

の範囲を占めていたものと推

定され, これに後方官衝との

長さを加えた一辺560尺の方

形区画を国庁の中心部と考え

て ,想定復原が行なわれている。

出雲国庁跡を中心とする国

府域の地割についても,以前

南 門

睡理∃発掘調査で検出
された遺構

0     50m

―
第 3図 出雲国庁想定復原図 (註 20よ り)
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より諸説があり,方 6町説,方 8町説,11町 ×6町説などがある。このうち,11町 ×6町

説は真名井神社の大楠・参道や客ノ森など国府郭の境界膀示の性格を示すと想定されるも

のより導かれている。また,近年では,三宅博士が条里の方向と出雲国庁跡・国分寺跡・

国分寺から南に伸びる石敷道路の方向に 5度 30分のズレがあること,郡家の東北辺にあた

る意宇社が客ノ森に比定されることに着目され,東西12町,南北 6町の国府地割を復原さ

れており, さらに,勝部昭は国庁跡の中軸線を基準に国分寺跡・ 同尼寺跡・山代正倉跡・

来美廃寺が 5町 1里で企画的に配置され, これらの官衛・寺院が計画地割によっているこ

とを子旨摘 している。

(2)出雲国府跡に所在する遺跡と採集遺物

出雲国府跡とその周囲に所在する遺跡 。遺物については,近藤正の報告や出雲国庁跡発

掘に関連する1969年 の調査,中国電力の鉄塔新設に伴う1983・ 84年の調査によって断片的

ながら様子が知られる。また,今回の調査に伴って周辺の踏査を行なったところ,若子の

遺物を採集することができたので,併せて紹介することとした。

中間地区 国庁跡が所在する微高地の西辺にあた り,須恵器外・皿・甕 。高芥 ,水晶が

採集された。(3)は芥蓋で復原口径13.Ocmを測り,口縁にかえりを有する。 (6・ 7)は不身

第 4図 出雲国府跡と遺跡・遺物の分布状況
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で低い高台と直線的に立ち上る体部をもつものと思われる。(6)は復原底径9。 4c恥 (7)

は8.Oclllを 測 り,調整は前者の底部が回転糸切 り後未調整であるが,他は回転ナデである。

(8)は皿で丸い体部と高台を有 しており,復原底径10.Ocmを 測る。底部は回転糸切 り後

未調整で,他は回転ナデである。 (10)は長頸壷の底部で,低い高台を有しており,復原

底径12.Ocmを 測る。水晶 (図版 7ノ 上-24)は ,片面が打ち割られた原石で,長 さ4.5cln,

幅2.5cm,厚 さ2.Oclnを 測る。時期は,(3)が 出雲国庁編年第 1型式,(6～ 8)んミ第 4型

式に比定されるものと考えられる。

日岸田地区 国庁の北東に位置しており,以前より多量の玉原石や象J片・未製品が発見

され, また,「春」の印文がある銅印も出土 している。玉は馬増製勾玉・水晶製切子玉未製

コOm

第 5図  出雲国府跡採集遺物実測図 0)
中間(3・ 6～ 8・ 10),毛和井免(1・ 2・ 4・ 5。 9・ 11)

η
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品の他,碧玉・馬瑞・水晶の原石 。崇1片がある。

毛和井免地区 日岸田地区の北側にあたり,土師器皿 。高芥,須恵器杯 。高外 。重,自

磁の他,水晶・馬璃が採集された。(1)は土師器皿の口縁で復原回径は15.3cmを 測る。

体部は浅 く,丸味を帯び,外面には赤色顔料が塗付されている。 (2)は,土師質の粗製

土器で ,復原口径は9.8cmを 測る。外面には成形時の指頭圧痕が残 り,内面は粗いナデ調整

で,外面が赤 く焼けていることから製塩土器である可能性も考えられよう。(4)は,芥

身で復原口径14.Ocmを 測 り,体部は逆「ハJの字状に直線的に開く。調整は回転ナデであ

る。(5)は低い高台が付 く不身で,復原底径は9.5cmを 測る。底部外面は回転糸切 り後未

調整,同内面はナデで,他は回転ナデである。(9)は無高台の外身で,復原底径は8,Ocln,

底部は回転糸切 り後未調整,他は回転ナデである。 (11)イま,壺の底部で丸味を帯び,外

面に平行タタキ,内面に同心円状のタタキがみられる。水晶 (図版 7ノ 上 -21,22)は ,

(21)が 6角形の節理をもつもので,両端が割られており長さ7.Ocm,幅4.7cm,厚 さ3.9cm

を測る。 (22)イよ祭J片で,長 さ3.3cm,幅・厚さ1.8cmで ある。馬璃 (図版 7ノ 上-23)は ,

｀
   5

<壬 圭 三 三 三
=二
垂 ⊆ 遅 ラ 13

娃√飴
=つ 17

9         10CIn
第 6図  出雲国府跡採集遺物実測図 (2)

六所下(12・ 14・ 17・ 19),堂 ノ免(13), 樋ノロ(16。 18。 20),砂口(15)
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片面に自然面が残る崇J片で,長 さ。幅2.Ocm,厚 さ0.8cmを 測る。時期は,(1)が 出雲国庁

土師器編年第 3型式,(4・ 5・ 9)が出雲国庁須恵器編年第 4型式に比定されるものと考

えられる。

大所下地区 国庁跡が所在する微高地の東端にあたり,東側の水田より約 lm高い。採

集 した遺物には,土師器甕,須恵器芥・鉢がある。 (12)は屈曲して外傾する土師器奏体

部で,外面に縦方向のハケメ,内面は横方向のヘラケズリである。 (14)イよ須恵器外蓋で

復原口径12.3cmを 測 り, 日縁にかえりを有する。調整は回転ナデのみ確認できる。 (17)

は無高台の外身底部で,回転糸切 り後未調整である。 (19)は鉢の口縁で屈曲して外傾す

る口唇を有 し,調整は外面が平行タタキ,内面が同心円状のタタキで,端部は回転ナデで

ある。時期は,(12)が古墳時代後期以降,(14)が出雲国庁編年第 1型式,(17)が第 4

型式に含まれるものと思われる。

大屋敷遺跡 平安時代から鎌倉時代の掘立柱建物跡 2棟,柵列 2列 ,土羨が検出されて

いる。遺物には,土師質土器 (小皿・外・台付界・台付皿),土錘,古銭,白磁 (椀・重 )

などがある。

堂ノ免地区 打製石斧が採集された。玄武岩製で長さ14.Ocm,幅 7.O cm,厚 さ2.2cmを 測

り,打ち欠 くことによって鋭利な刃を作っている。

柳堀地区 毛和井免地区の北西にあたり,須恵器外・ 高芥が散布 している。小片のため

不明な点が多いが,古墳時代のものかと思われる。

神田遺跡 杭列を伴 う濤状遺構などが検出された他,古墳時代中期の土師器 (小形九底

重・重・甕 。高芥),平安時代の須恵器 (芥),日下駄・鋤などの木製農工具,梯子などの

建築材,調度品の一部と推定される木製品が多量に出土している。

樋ノロ遺跡 意宇川旧河道の東西に伸びる自然堤防上に位置 しており,周囲との比高は

約 lmである。調査によって奈良時代の竪穴式住居跡 3棟,掘立柱建物跡 2棟が検出され

ている。採集 した遺物としては,須恵器界・高芥・壷・甑があるがいずれも小片である。

(16)は芥身の底部で高台を有し,外面は回転糸切 り後未調整である。(18)tよ長頸重の底

部かと思われるもので,高台を有 し,調整は回転ナデである。(20)|ま甑の日縁部で,逆

「ハ」の字状に開く形状を示 し,外面は平行タタキ,内面は同心円状タタキ, 口唇は回転

ナデ調整である。時期は,(16)が 出雲国庁編年第 4型式に比定されるものと思われる。

砂口地区 樋ノロ遺跡の所在する微高地西南部に位置 し,須恵器芥・甕片が散布 してい

る。 (15)は芥の底部で,体部は逆「ハ」の字状に開いており,復原底径7.5帥を測る。底

部は回転糸切 り後未調整,他は回転ナデである。時期は,神田遺跡SK01出 上の須恵器に
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よく類似 しており, 9世紀末より10世紀前葉にかけてのものと思われる。

四配田遺跡 古墳時代中・後期の蒔状遺構,掘立柱建物跡 1棟が検出されている。

上小紋・ 向小紋遺跡 弥生時代後期の水田跡・溜枡状遺構 。濤状遺構が検出された他 ,

縄文後・晩期,弥生中・後期の上器片,鋤・ ナスビ形着柄鋤・ 田下駄など多量の木製品が

出上している。

才塚遺跡 打製石斧,磨製石斧,縄文後期の土器 (甕・重・鉢・把手)が出土している。
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第 3章 調

1.調 査の概要

出雲国府跡土地改良総合整備事業を施工するに当っては史跡地内であることが十分に考

慮されたため,土地改良事業の根幹である区画整理,暗渠排水等の掘削工事は計画から除

外し,盛土工事を主とする農道改良と掘削を最小限にとどめる水路改良が主要な工事となっ

た。よって,発掘調査も対象地は広範囲であるものの面積は限られ,極めて細長い調査区

を設定せざるを得なかった。

調査は昭和60年度から昭和62年度の 3年次にわたり,以下の部分で実施した。

昭和60年度 ………… 道路 (5号),水路 (2号 ,29号 )

昭和61年度 …………Ⅲ道路 (5号 ,6号 ),水路 (3号 ,13号 ,15号 )

昭和62年度 …………・道路 (5号),水路 (18号 ,21号 )

なお,既設水路で掘削を行なわない場所は,各年次とも事業実施時に立会を行なった。

幽

査

‐ 昭和61年

ヱ_す_______―キーーーーーーーーー互qO岳

第 7図 調査 区配 置 図

-10-



2.昭和60年度の調査
土地改良総合整備事業は,昭和59年度から開始されたが,発掘調査は史跡指定地内にお

いて掘削施工が行なわれる昭和60年度から実施することとなった。

10月 25日 に器材を搬入し,現地での関係者との打合せを経て,11月 5日 から発掘を始め

た。調査では土地改良総合整備事業の工程を考慮し, 5号道路調査区, 2号水路調査区 ,

29号水路調査区の順序で12月 28日 までに終えた。

(1)5号道路調査区

史跡出雲国府跡の中央部を東西に走る遊歩道から北へ向う道路予定地に設けた調査区で ,

土留め用の鍬止ブロックを設置する範囲について調査を行なった。

長さ73m,幅50cmほ どの細長い調査区で,工事用丁張 り杭を区切 りとして南から北へ ,

第 1ト レンチ・ 2・ 3……・第10ト レンチと呼称することとした。

工事による掘削が表土下約20cmま でであるため,発掘もこの深さまでしか行なっていな

いが,耕作土層を20cmほ ど除去すると灰色粘質土層の水田床土となった。

第 8ト レンチでは,幅 150 cmほ どの東西に走る濤状の落ち込みプランを検出したが,そ

れ以上の発掘は行なっていないため,性格などについては不明である。

(2)2号水路調査区

5号道路調査区の北側終点付近から西へ240mほ どのび,そ こから南へ折れてさらに100

mほ ど続 く幅50clnほ どの調査区である。

5号道路調査区と同様に,工事用丁張 り杭を区切 りとして東から西 。南へと第 1ト レソ

チ・ 2・ 3……・第31ト レンチと呼称 した。

第 1ト レツチから第 3ト レンチまでは20clnほ どの深さまで発掘を行なったが,耕作土層

のみであった。

第 4ト レンチから第10ト レンチまでは深さ約60clnま で発掘を行ない,層序は上から最近

の整地土層,耕作土層,灰茶色粘質土層がそれぞれ20cmほ どずつ堆積 していた。

第 5ト レンチの灰茶色粘質土層からは馬増のフレークが出土 し,第 6ト レンチの灰茶色

粘質土層からは弥生時代前期頃と考えられる重が出土 しているが遺構は検出されなかった。

第11ト レンチから第15ト レンチ間までは,深 さ約30cmま で発掘 したが,耕作土層のみで

遺物も遺構も認められなかった。この結果により第16ト レンチから第21ト レンチまでの約

80mについては発掘を行なわなかった。

第22ト レンチから第26ト レンチまでは深さ約30cmま で発掘を行ない,層序は他の トレン

チと同様に上から約20clnの 耕作土層,灰茶色粘質土層が堆積 していた。
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第 8図  2号水路23ト レンチ(左 )
29号水路 7ト レンチ(右 )実測図

第22ト レンチ 。第23ト レンチの灰茶色粘質土層か

らは,上面が平滑な20clnほ どの人頭大の石がほぼ南

北方向に並んで検出された。 しかし,石と石の間隔

は不規則で,調査範囲も限られていたため性格は把

握できなかった。

G)29号水路調査区

茶日山南裾を走る県道竹矢八重垣線から東へのび

る調査区で,長さ160m,幅 1.4mほ どある。東から

西へ他の調査区と同様に第 1ト レンチ・ 2・ 3… …

第13ト レンチと呼称 した。

現水路と並行 して走る調査区であるため湧水が著

しく,排水ポソプを稼働させながらの発掘となった。

第 1ト レンチから第 3ト レンチまでは30～ 40clnほ

どの深さまで発掘を行ない,層序は上から I層 (耕

作土),Ⅳ 層 (暗茶灰色粘質土)で,遺物・遺構は

認められなかった。第 1ト レンチの東端付近では I

層の下にⅥ層 (茶禍色土), Ⅱ層 (灰茶色粘質土 ),

V層 (暗灰色粘質土)と堆積 していたが, I層 下面

からⅣ層をきるようにⅥ層, I層 が堆積 している状

況からみると隣接 して南北に走る水路に関連する土

層の変化ではないかと考えられる。第 3ト レンチで

は V層 中に人頭大の石が散在 していた。

第 4ト レンチから第 7ト レンチまでは深さ30～60

clllま で発掘 したが上から I層 ,Ⅳ層, V層が均一的

に堆積 し,Ⅳ層の下面では人頭大の石の散在がみら

れた。とくに,第 7ト レンチの西半部の現水路側

(南側)では数段に積まれた石塁状のものが検出さ

れた。また,第 4ト レンチ 。第 5ト レンチでは現水

路と平行して走る径 5 clnほ どの杭列が見られた。

第 8ト レンチは,深さ60calほ ど発掘を行ない,層

序は上から, I層 ,Ⅳ層,Ⅶ層で,第 7ト レンチと
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同様,現水路側には石塁状のものが続いていた。

この石塁状のものの性格を把握するため,一時的に現水

路を断ち切るサブ トレンチを設けて発掘 した。その結果 ,

石塁状のものは,現水路の対岸 (南側)の堤防の下からも

検出され, これらの石塁状のものは現水路をはさんで並行

していることが判明した。

このことから,こ の石塁状のものは水路の護岸築堤に際

して設けられたものと考えられるが,その時期については ,

特定することができなかった。

29号水路調査区の層序

I耕 作 土

I 灰茶色粘質上

Ⅲ 整地上 (現在)

Ⅳ 贈茶灰色粘質土

V 暗灰色粘質土

Ⅵ 茶禍色土

Ⅶ 灰黒色粘質土

第 9ト レンチから第13ト レンチまでは深さ50～70cmほ ど発掘し,層序は上からI層 ,Ⅳ

層, Ⅶ層と堆積していた。Ⅳ層の下面では人頭大の石の集石状態が数ケ所でみられた。

●)遺  物

遺物としては,弥生土器重・甕,須恵器必・長頸壷・鉢,平瓦,珪化木製砥石,馬璃象J

片があるが,いずれも遺構に伴うものはなかった。

弥生土器 (1)は,重体部でよく張った肩部を有し,最大径22cln。 底径 8 calを 測る。底

部外面はやや上げ底となっており,調整は風化のため不明な点が多いが,内面に横方向の

∫′。      9         19Cml
第11図 60年度調査弥生土器実測図

2号水路 6ト レンチ(1～ 3),同 8ト レンチ(4)

-15-



硼プ

Ⅷ愕

第12図 60年度出土遺物実測図

2号水路 4ト レンチ(9),同 8ト レンチ(7),同 26ト レンチ(13)

5号道路 7ト レンチ(5・ 8・ 10),同 8ト レンチ(6),同 10ト レンチ(12),29号水路10ト レンチ(11)
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ヘラミガキが認められる。 (2・ 3)は,甕で,共に口縁は緩く屈曲して,やや外傾する形

をとっているが,(2)は 無文で,(3)は 外面に 1条の沈線が施される。復原口径は,各々

12.Ocm,19.8cHlを測 り,調整は風化のため不明な点が多いが,(3)の 口縁外面に横ナデ,

体部外面に縦方向のハケメが認められた。 (4)は,重の頸部より肩部である。調整は ,

外面頸部に横ナデ,肩部に縦方向のハケメ,内面頸部に横ナデ,それ以下に横方向のヘラ

ケズリを施す。

須恵器 (5)は ,高台付の芥底部で復原底径 11.5clllを 測る。外部は丸味を帯びて立ち上

り,直立する低い高台を貼 り付ける。調整は,底部外面が回転糸切 り後未調整で,他は回

転ナデである。(6)は,無高台の外瓜部で,逆「ハ」の字状に立ち上がる体部を有する。

底部は回転糸切 り後未調整で,他は回転ナデである。 (7)は,高台付の皿底部で復原底

径9。 2cmを 測 り,短い直立 した高台を有する。外面底部は回転糸切 り後未調整で,内面は

ナデ,他は回転ナデである。(8)は ,長頸壷の底部と思われるもので,外方に踏ん張っ

た高台を持つ。調整は,体部外面にカキメ,他は回転ナデを施す。(9)は ,復原口径29,8

clnを 測る鉢で,九味を帯びた体部と把手を有 しており, 口唇は緩 く屈曲して外傾する。

平瓦 (10・ 11)イよ,各々厚さ2.5 cln,2,OcHlを 測るもので,上面に布目圧痕,下面に縄目

の平行タタキ圧痕をとどめている。

珪化木製砥石 (12)は ,長さ6.5cm,幅 6.Ocln,厚 さ1.Ocmを 測るもので,片面のみ使用

されている。側部には使用痕はないので,平砥石かと思われる。

馬璃崇1片 (13)は ,長 さ4.Ocln,幅2,9cm,厚 さ2.2cmを 測るもので,断面は三角形を呈

している。色調は,乳 白～掻色で,一部に自然面を残 したところも認められた。

以上の遺物の時期は,(1～ 3)が外生時代前期,(4)が 弥生時代後期,(5。 7)は出

雲国庁須恵器編年第 4型式に比定され,奈良時代に属 し,(6)は これより降るものと考

えられる。
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3.昭和61年度の調査
調査は,61年度の土地改良総合整備事業のうち 5,6号道路の鍬止め部分および,13号

水路部分758ポを対象として実施 した。なお,期間は11月 17日 から12月 4日 までとした。

(1)5号道路 (長 125m,幅45cm)

字樋ノロの水田中を南北に走る道路で,鍬止めは道路の西側に設けられている。

水田の耕作土下30cmま での層序は耕作±20cm,黄禍色土層10cn以上で,責禍色土層には

若千の遺物を含んでいたが,遺構は検出できなかった。

出土品には須恵器,土師器および近世以降の陶磁器が少量ある。

(2)6号道路 (長295m,幅45cm)

字深坪から字門ノ後にかけての水田中をほぼ南北に走る道路で,鍬止めは道路の西側に

設けられている。

水田の耕作土下30clnま での層序は耕作±20cln,黄褐色土層25cln,褐色土層 5 cm以上で ,

黄褐色土層は水田の客土層であった。遺物は禍色土層中に含まれていたが,遺構は確認で

きなかった。

出土品には須恵器,土師器,土師質土器,陶磁器が少量と銅銭 1枚 (開元通宝)がある。

C)3号 水路 (長195m,幅75clll)

茶日山南麓の真名井神社参道付近の字松葉田を東西に100mと ,茶臼山南麓の字前ヶ坪

を南北に95m程走る水路である。この水路部分は耕作土を約20cln掘 ったにとどまった。前

者のみ,既設水路の上手部分も掛かったが, これは最近作られたもので,高さ約30cm,総

て盛土であった。

遺構・遺物は確認できなかった。

e)13号水路 (長105m,幅75clla)

上記の 3号水路のうち,真名井神社参道より東に走るものの延長部分に当る。この水路

も耕作土を約20m掘 ったにとどまった。

遺構・遺物は確認できなかった。

(5)15号水路 (長60m,幅 75clB)

茶臼山南麓の字水尻の水田中を南北に走る水路である。この水路も耕作土を約20cln掘る

だけであったため,遺構 。遺物は発見できなかった。

(6)遺  物

遺物としては,須恵器芥蓋・界身・壺,土師質土器芥・ 高芥,銅銭,水晶があるが,い

ずれも遺構に伴うものではなかった。

-18-



童
に ■`
1、.

鶴

):|:(二 6
〇~07

10 cIIl

第13図  61年度調査出土遺物実測図

5号道路(3), 6号道路(1・ 2・ 4～ 7)

須恵器 (1)は ,芥蓋のつまみで,宝珠状を呈 し,径3.3clnを 測る。調整は回転ナデで

ある。 (2)は,外蓋頂部で,径4.7clnの輸状つまみがつく。調整は,頂部外面に回転ヘラ

ケズリを施 しており,他は回転ナデである。 (3)は,外底部で低いやや外傾する高台を

有 しており,復原底径は11.6clnを 測る。調整は,外面底部が回転糸切 り後未調整,内面が

ナデ,他は回転ナデである。 (4)は,小形の壺の底部かと思われる。外傾 しながら立ち

上る体部と平底を有 し,調整は内面に指頭圧,他は回転ナデである。

土師質土器 (5)は ,外底部で逆「ハ」字状に広がる体部を有 し,底部外面は回転糸切

り後未調整,他は回転ナデである。 (6)は,高芥脚部である。径 3 Gllと 細 く短いもので

あるが,調整等は風化が進んでおり不明である。

銅銭 (7)は開元通宝で,径2.3clll,厚 さ l mmを測 り,中央に一辺 6 mlnの 方形の孔を持つ。

水晶 (図版 9ノ 下-8)は,断面六角形の節理をもつ原石で,長さ 6 cll,厚 さ l clnを測る。

以上の遺物の時期は,(1・ 2)は 出雲国庁須恵器編年第 2～ 4型式,(3)は 第 4～ 5

型式に比定される奈良時代のもので,(5・ 6)は中世の遺物である。また,開元通宝は唐

銭で,初鋳は621年である。

∞
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4.昭 和 62年度の調査

調査は,新たに水路が設けられる 5号道路,18号水路,21号水路について行なった。こ

のうち, 5号道路,21号水路は,水路掘削が耕上下に及ぶ部分を対象としたため,前者が

工事総延長180mの うち127m,後者が工事総延長166mの うち25mを調査の範囲とした。

また,19号水路は,既設水路にコンクリー ト製のU字濤を設ける工事であったが,立会の

際,遺物を採集したため, これをあわせて紹介することにした。

なお,調査期間は11月 16日 から12月 25日 までである。

(1)5号道路

水田耕土下,深さ20～ 30clnのところで,下層の暗青灰色粘質土及び 1部で円観を含む灰

色砂層を確認 したが,基盤層には至らず,遺構は全 く検出することができなかった。

遺物は,耕土中より須恵器 。青磁・布志名焼若干が出土した。

(2)18号水路

水田耕土下,深 さ10～20cmの ところで,責禍色砂質土層及び砂礫層を確認 し,調査区南

部でこれに掘 り込まれた濤状遺構 5, ピット状遺構 1を検出した。

濤状遺構は,いずれも調査範囲が限られているため!長 さ・形状等不明な点が多い。濤

1は ,検出した長さが1lm,幅 20～ 40c14前後,深さ 6 clnを 測るもので,南北方向に伸び ,

南端は東へほぼ直角に曲る。現在の陸畔に沿った形状をとっているので,耕作に関連する

ものと思われる。濤 2・ 3は ,検出長 6m,幅 10～ 20cln,深 さ 5 cmを測るもので南端で合

流 している。濤 4は , これに続 くものとも考えられるが詳細は不明で,幅20～ 26cm,深 さ

6 clnを 測る。濤 5は,調査区の最も南寄 りで確認されたもので,幅30cln,深 さ30clmを 測る。

濤状遺構の埋上の中には,若千の須恵器・土師器片が含まれていた。

ビット状遺構は,径40～ 50cln,深 さ70cmを測る不整な円形を呈するものである。調査区

が限られているため,性格は全く不明であるが,埋土中より須恵器甕片が出土 している。

遺構に伴わない遺物としては,須恵器片少量と珪化木製内磨砥石が確認されている。

0)21号水路

水田耕土下,深さ10～ 20clnの ところで,灰褐色砂礫層を 1部で確認 したが,基盤層には

至らず,遺構は全 く検出することができなかった。

遺物は,耕土中より須恵器・備前焼・瓦若千が出土 した。

●)遺   物

遺物としては,土師器甕・高芥,須恵器蓋界 。高台付界・ 高芥・器台 。甕,珪化木製内

磨砥石,平瓦,備前焼招鉢があるが,ほ とんどが耕土中より出土 しており,僅かに須恵器

-20-





L=9.om

水 田 耕 土

反褐色粘質土層

黄褐色粘質土層

青灰色粘土層

生 _________―
―
~m

第15図  18号水路検出遺構実測図



｀
｀
｀
｀

E二 三 E三 三 三 三 三 三 」 !::::::::titi:;;テ

´́

¶6

7

第16図  62年度調査出土遺物実測図

18号水路(3・ 14),19号水路(1・ 2・ 4・ 5・ 6・ 8。 10・ 12),21号水路(7・ 9,1卜 13。 15)
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(14)が 18号水路のピット埋土中より検出されたにとどまった。

土師器 (1)は ,甕の口縁部で,復原口径14.8cmを 測 り,「 く」の字形に屈曲した単純

な口縁をもつ。(2)は ,高界の脚部で,筒部は細く,内面は刺突によって穿孔されている。

珪化木製内磨砥石 (3)は ,残存長3.5 cln,厚 さ 5 nlmを 測るもので,色調は白黄色を呈

するが,全体に風化が進んでおり,使用部分など詳細は不明である。

須恵器 (4)は ,器台の台部で,「ハ」の字状に広がる形をとり,外面上部に突帯,そ

の下に, 3条の沈線, 3条以上の沈線を 2段に配 して,間際に上から 1条及び 3条の波状

文を施している。中段には,方形の透 し穴が穿たれており,筒部の透 し穴とは千鳥に配さ

れているものと思われる。調整は内面に粗い横ナデが観察された。 (5)は ,外身で内傾

するかえりを有 し,調整は外面の 1部に回転ヘラケズリが認められる他は,回転ナデであ

る。 (6・ 7)は ,高台付芥身底部である。 (6)は ,復原径7.6clllを 測る外傾する低い高台

を持ち,芥底部は回転糸切 り後未調整で,他は回転ナデである。 (7)は復原径12.3 cmを

測る低い高台を有 し,芥外面底部はヘラ切 りの後粗いナデ,内面はナデで,他は回転ナデ

である。 (8～11)は 高界脚部である。(8)は,外面に沈線を 2段にとどめるもので, こ

の間に方形の透 し穴を 3方向に入れている。調整は外面が回転ナデ,内面がヘラケズリで

ある。 (9)は ,径 3mと細い脚部をもつもので,外面は回転ヘラケズリ,外部内面底部

はナデで,他 tよ回転ナデである。 (10・ 11)は ,径 5～ 5。 4clnと太い脚部をもつもので,前

者の調整は不明であるが,後者は,外部内面に不整方向のナデ,外面に粗い回転ヘラケズ

リ,筒部内面にシボリロを残 し,他は回転ナデである。 (14)イま,甕の体部で,外面に平

行タタキ,内面に同心円状のタタキが施されている。

瓦 (12・ 13)は平瓦で,上面に布目圧痕,下面に方形のタタキロをとどめ,(12)の端

部は鋭利な利器で面取 りされている。

備前焼 (15)は招鉢口縁部で,外面に稜を有 し,内面に招目をとどめる。調整は内外面

とも回転ナデである。

以上の遺物の時期は,(4)が 古墳時代中期末,(5・ 8)が古墳時代後期,(6)は 出雲

国庁須恵器編年第 3～ 4型式,(7)は 第 4～ 5型式に比定され,(10・ 11)と ともに奈良

時代に属するものと考えられる。また,(15)イよ室町時代のものである
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第 4章  小

以上, 3ケ年にわたる調査の概要を記述 してきたが,調査区は極めて細長 く,発掘場所

も限定されており,検出された遺構は部分的なものとならざるを得なかった。よって,そ

の実態を十分把握することはできなかったが,調査範囲は意宇平野の中心地域で,かつ ,

新 しい知見も得られたので,若千の検討を行ないまとめとする。

昭和60年度には水路の護岸築堤を,昭和62年度には小規模な濤跡を検出した。前者は茶

臼山南麓の29号水路で発見されたもので,現水路を換んで並行 して走る。後者は大革町の

集落付近にある18号水路に存在 し,現在の畦畔に沿って 4条が確認された。両者とも条里

遺構と直接関連するかどうか判断できないが,あ る時期の農業施設を示す資料である。そ

の性格付けは,今後の類例を待って行ないたい。また,昭和61年度には大草町の 6号道路

の表土下50cmの 所で拳大の河原石群が,62年度には18号水路の表土下で砂珠層が認められ

た。この一帯は以前からいわれている様に条里が相当乱れており,中世頃の意宇川旧河川

敷と推定されよう。

一方,遺物を見ると,弥生時代前期から中・近世の各時代のものが存在する。その多く

tよ土器と陶磁器であるが,若干の玉作に関る遺物も混じる。同種の遺物は以前から六所神

社北側の水田より発見されており,官衛に伴 う玉作跡の可能性も指摘されている。また ,

平野の各地において縄文時代からの散布地が確認されており, この平野が長 く生活の舞台

となったことを物語っている。さらに,今回併せて行なった踏査でも,多 くの散布地が認

められた。その場所は前述のように,微高地と一致 しており,今回の調査や出土品からみ

て複数の時代に属する遺構の存在も十分考えられる。特に,六所神社周辺においては奈良

時代から中世に至る時期の遺物が多く散布 しており,国庁関連の施設が存在 していたこと

を裏付けるものである。なお, 9号線バイパス予定地内や中国電力の鉄塔建設工事の調査

においても,平野の各地で,弥生時代以降の水田や建物跡の明瞭な遺構が検出されている。

周知のように,意宇平野は律今時代の出雲国の政治的中心地であり,『出雲国風上記』

にも国庁をはじめ意宇郡家や黒田膵も存在 していたことが記載されている。しかし,出雲

国府の調査からは早や20年が過ぎ, 9号ノミィパス開通に伴い地域開発も日増しに多くなり,

農村地帯であった大革町・ 山代町の様相も徐々にではあるが変貌 しつつある。この時期に

当り,地元の理解と協力により,遺跡確認調査を広範囲に,かつ,組織的に実施し,史跡

の保存と活用を図る必要があろう。

結
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図版 4
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